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岡田水産株式会社 ～大連岡田水産有限公司～
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

当社（大連岡田水産有限公司）は、ししゃもの国内販売シェア３０％を有

する岡田水産株式会社（本社：山口県下関市、水産食料品製造業）の１００％

出資子会社です。ししゃも加工を中心に、アジ、サバ、ホッケの干物・

みりん漬、冷凍加工品を製造しています。

平成９年１０月に事業拡大を目的に大連に進出し、平成１６年４月に法人

成りしました。当初は、加工業者の施設を間借りし生産していましたが、

業容が拡大するにつれ生産拠点が点在し非効率になったことから、平成

１９年１月、大連市金州区に新工場の建設に着手し、平成２０年２月に完成

しました。敷地面積４万�、建坪３，７９０�の新工場は従業員６００名（内男
性１００名）を抱え、月間出荷量４００ｔの大規模なものです。

当社製品は、ほぼ１００％日本向けに生産されていますが、新工場完成

と同じ時期に発生した中国餃子事件の影響で輸出がストップしてしま

い、約１ヶ月間の操業停止に見舞われました。しかし、当社の危機管理

能力は高く、出荷停止後直ぐに北京の公的機関での品質検査を実施、品

質検査をクリアし出荷許可を取得出来たことで、被害を最小限に食い止

めることが出来ました。現在も、多くの企業が日本向け水産食料品輸出

を制限されている中、当社製品へのニーズは非常に高まっており、今後

の事業拡大が期待されます。

また、流通網等ハード面の発達に伴い、中国の食生活は大きく変化し

ています。その変化を捉えることがビジネスチャンスであり、工場稼働

率の向上にも繋がっていきます。さらに、不測の事態へ対応するとの考

えから、日本向けに加え、中国国内販売向けの製品製造を新たな戦略と

して志向しています。

最後に、当社董事長である岡田水産株式会社の岡田副社長は、現地責

任者として新工場建設から現在に至るまで、従業員と寝食を共にしてい

ます。技術力は勿論ですが、経営者が率先垂範し、自ら働く姿を周りに

見せることが、中国ビジネス成功の最大の秘訣ではないかと感じまし

た。 （宮城 正志）

■現地法人名／大連岡田水産有限公司
■住 所／大連市金州区七頂山郷陸海村１７路１７号
■Ｔ Ｅ Ｌ／＋８６‐４１１‐８７７８‐４２３７
■Ｆ Ａ Ｘ／＋８６‐４１１‐８７７８‐４３９５

■親 会 社 名／岡田水産株式会社
■住 所／山口県長門市油谷伊上１７５５番地１
■Ｔ Ｅ Ｌ／０８３７‐３２‐１１０１
■Ｆ Ａ Ｘ／０８３７‐３２‐２５７７

海外進出最前線

岡田水産㈱岡田社長（右）と、岡田副社長兼大連現地
法人董事長

現地工場外観

ししゃも選別作業

27FFG調査月報 2008年6月



（千TEU）�

1999 2003 2004 2005 2006 2007

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

シンガポール�
上海�
香港�
深セン�

■出所：Summary Statistic on Port Traffic of HongKong

経済自由都市香港・シンガポールREPORT

物流〔海運・空運〕

今年１月、アメリカのシンクタンク、ヘリテイジ財団が発表した「世

界の国・地域経済自由度ランキング」において、香港は１４年連続で世界

１位に選出されました。このランキングは、ビジネス環境における評価

項目を数値化したもので、香港は、貿易・財政・投資・金融面での自由

度が特に高く評価されています。

この自由度ランキングの中で毎年香港とトップを争っている国が、シ

ンガポールです。香港、シンガポール両都市は、「アジアの経済自由都

市」としてアジア経済を牽引しています。

今回は、両都市の中心産業である、物流〔海運・空運〕、金融〔証券

市場〕に焦点を当てレポートします。

自由貿易港として発展する香港、シン

ガポール両都市は、アジアにおいて「物

流ハブ港」として重要な役割を担ってい

ます。

コンテナ取扱高は表１、２のとおり、

中国の急激な経済発展と港湾施設の整備

により、華東地区の上海、華南地区の深

セン両港が急増していることがわかりま

す。

しかし、香港は２００７年に上海に抜かれ

３位となるまでの間、圧倒的な海運コン

テナ取扱高（ＴＥＵ：ｔｗｅｎｔｙ‐ｆｏｏｔ

ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ ｕｎｉｔｓ ２０フィー

トコンテナ１個分が単位）で、トップのシンガポール

と争ってきました。

それは香港が、家電、通信機器、繊維、玩具などの

工場が集積する中国広東省を背後に有し、それら製品

の輸出中継基地として発展してきたからです。ところ

が、米中の貿易不均衡の大きな原因とされる繊維産業

に対する輸出規制強化、玩具への有害物質混入問題等

から、取扱高は近年伸び悩んでいます。また、深セン

は労賃が安く、規制緩和や港湾設備の近代化に積極的

なのに比べ、香港は港湾コストが高いことも、取扱高

伸び悩みの要因となっています。

一方、シンガポールは、中国とインド、アジアと欧

米、インド・中東と日米をつなぐ中間点に位置すると

いう地理的優位性から、これまで、各地域向けの荷物

海外リポート

表１ 海運コンテナ取扱高世界ランキング

２００６年 ２００７年

都 市 名
取扱高

（千 TEU）
都 市 名

取扱高
（千 TEU）

１ シンガポール ２４，７９２ シンガポール ２７，９３６

２ 香港（中国） ２３，５３９ 上海（中国） ２６，１５０

３ 上海（中国） ２１，７１９ 香港（中国） ２３，９９８

４ 深セン（中国） １８，４７０ 深セン（中国） ２１，０９９

５ 釜山（韓国） １２，０３９ 釜山（韓国） １３，２６０

６ 高雄（台湾） ９，７７５ ロッテルダム（オランダ） １０，７９１

７ ロッテルダム（オランダ） ９，６５３ ドバイ（アラブ首長国連邦） １０，６５３

８ ドバイ（アラブ首長国連邦） ８，９２３ 高雄（台湾） １０，２５７

９ ハンブルグ（ドイツ） ８，８６２ ハンブルグ（ドイツ） ９，８９０

１０ ロサンゼルス（アメリカ） ８，４７０ 青島（中国） ９，４６２

（出所）Summary Statistics on Port Traffic of Hong Kong ２００８年１月版より作成

シンガポール中心部

表２ 四大港コンテナ取扱高推移
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金融面〔証券市場〕

の積み替えを主として取扱高を伸ばしてきました。

中国港湾施設の近年の発展ぶりからすると、数年後

には、深セン、上海が１、２位になるものと予想され

ています。

取扱高の順位では後退するものの、コンテナ取扱高

上位４港湾都市と５位以下は依然として大きな差があ

ります。また、国際積み替え取扱高は、フリーポート

として実績のある香港・シンガポール両都市が、上

海、深センに比べると依然として多く、あらゆる地域

への航路が集結した香港・シンガポールの利用価値も

依然として高いことから、地位が低下しているとはい

えないでしょう。

次に、空運業ですが、空港貨物の取扱高において、

表３、４のとおり、香港がシンガポールはもとより他

の空港に対して大きく水をあけています。これは香港

が海運と同様、輸出中継基地として、世界各国の都市

に様々な路線を持っていることと、まだ政治・政策上

制約の多い中国本土の航空貨物を一旦香港に集約し、

各地に送ることが主流となっているためです。

香港・シンガポール両都市の空港は、取扱高では差

がありますが、両者とも近代化設備を備えた巨大な

「ハブ空港」です。イギリスの調査会社による顧客満

足度調査では、毎年世界１位の座をめぐるライバル関

係にありソフト・ハード両面にすぐれた空港としても

知られています。

一方、アジアの金融は、東京、香港、シンガポール、

上海が、「アジアの国際金融センター」の座をめぐり

熾烈な争いを繰り広げています。証券取引所の規模で

いえば、香港とシンガポールは、東京、上海に遅れを

とっているといえます。しかし、規制緩和や市場の自

由化を進める両都市は、東京、上海に比べ自由度が非

常に高く、先進的な取引所であるといわれています。

特に近年シンガポールは、証券取引所の時価総額で

は小さいものの、国内企業のみならず、中国・近隣の

表３ 空港貨物取扱高推移

（出所）各空港ホームページより作成

表４ ２００７年世界空港貨物取扱ランキング

（出所）香港空港ホームページ（ＡＣＩのデータ）

香港金融街「セントラル地区」
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最後に

アジア諸国の企業の誘致を積極的に行ったり、各種ＥＴＦ（上場型投資信託）やＲＥＩＴ（上場型不動産投資信託）が多

く上場しており、アジアでの存在価値を高めています。

外国人投資家にとって非常に規制が多く、投資先数の少ない上海市場に比べ、魅力のある香港は、世界各国から

の投資資金を集め、中国企業の資金調達の受け皿としての価値を高めています。

また、中国では、人民元流通過剰によるバブル化が懸念されており、人民元を外貨へ転換し、海外へ投資するこ

とが必要といわれています。そこで中国の一部でありながら、香港ドルというＵＳドルに連動した通貨で取引され

る香港証券取引所は、第一優先の『海外投資先』として考えられています。現在の法律上、中国本土住民による海

外直接投資は出来ませんが、やがて解禁されれば、香港市場が中国本土投資家の『海外投資先』となり、さらなる

巨大市場に変化する可能性があります。

近年、両都市ともに、中国を中心とする、アジア地域の経済発展の恩

恵を受け、ＧＤＰは高成長を遂げています。一人当たりのＧＤＰは、香

港とシンガポールは、ほぼ同等で、アジア地域の中では、豊かな都市で

ある事がわかります。

また、両都市は中華系が人口の大半を占めている中国語圏である点

や、アジア各国の中では数少ない「英語がビジネスで通用する都市」で

ある事も共通点として挙げられます。両都市ともに教育レベルは非常に

高く、現在のビジネスには不可欠な「中国語・英語」を操る人材が豊富

です。

拡大を続ける中華圏ビジネスの中心として位置するビジネス自由都

市、香港・シンガポールは、『中国・アジアビジネスのゲートウェイ』『ア

ジアのビジネスハブ』として、今後更なる発展が期待されます。

（平松 毅一郎）

参考文献：加藤 修 監修 「チャイナ・プラスワン」ＮＮＡ

海外リポート

表５ ２００８年３月時点での世界の証券取引所時価総額

証券取引所 国 名 時 価 総 額 登録企業数 内外国企業数 外国企業割合

１ ニューヨーク アメリカ １４，２２５，５１７ ２，３０５ ４１４ １８％

２ 東京 日本 ３，９７１，３９３ ２，４１６ ２５ １％

３ ユーロネクスト EU ３，８６３，６６３ １，０３２ － －

４ ナスダック アメリカ ３，４７０，３８０ ３，０４４ ３３９ １１％

５ ロンドン イギリス ３，３９４，８６９ ３，２７３ ７１１ ２２％

６ 上海 中国 ２，５８６，２８２ ８６１ － －

７ 香港 中国 ２，１７６，８８８ １，２４４ １０ １％

８ ドイツ ドイツ １，９０５，４００ ８５８ １００ １２％

９ トロント カナダ １，８６３，９８５ ３，９９３ ７８ ２％

１０ スペイン スペイン １，７３０，７４４ ３，５７５ ３９ １％

２１ シンガポール シンガポール ４８６，４８５ ７７０ ２９７ ３９％

（出所）World Federation of Exchanges レポート２００８年３月分より作成

表６ 両都市の概要

香 港 シンガポール

面積（�） １，１０４ ６９７

人口（千人） ６，９７８ ４，１８５

公用語

中国語（北京
語ー生活上は
広東語）、英
語

英語、中国語
（北京語）、マ
レー語、タミ
ル語

一人当たり
GDP（USドル）

２７，５０４ ２９，９１７

失業率（％） ４．８ ２．７

在留邦人数（人） ２６，０００ ２６，０００

（出所）ジェトロホームページ（２００６年のデータ）

（単位：百万ＵＳドル）
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